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開 会

1.平成 4年度南西海ブロック赤潮・環境生物研究会は、平成 4年 11月 24日 (火 )13時30

分から25日 (水 )12時まで、広島市の弥生会館において開催された。

2.南西海区水産研究所新井企画連絡室長から開会挨拶があった。

3.議長に南西海区水産研究所の今井室長を選任 し、議事次第に従って会議を進めた。

議題 1.平成 4年度における赤潮の発生状況と環境条件について

各府県水産試験場の担当官から、平成 4年度における赤潮および貝毒プランクトンの

出現状態、ならびに漁業被害の実態や環境条件の特徴について、報告がなされた。これ

らの報告を受けて、討議と意見交換を行った。

議題 2.研究発表として 6つ の話題が提供された。

ア.貝毒プランクトンGy胤んοごιんj“麓 cαιθんαι
“
麓の生態について

提供者   池田 武彦  (山 口県内海水産試験場)

座 長   本城 凡夫  (南西海区水産研究所 )

イ.沿岸海域の底層環境について

提供者   星加  章  (中国工業技術試験所 )

座 長   本城 凡夫  (南西海区水産研究所 )

ウ.免疫学的手法を用いた赤潮藻類の識別

提供者   長崎 慶三  (南西海区水産研究所 )

座 長   玉井 恭一  (南西海区水産研究所)

工.播磨灘南部海域におけるシャットネラ赤潮の予報について

提供者   大塚 弘之  (徳島県水産試験場鳴門分場 )

座 長   玉井 恭一  (南西海区水産研究所 )

オ.“ cんιοごjガ

“
厩 ροりただjたοjごθsの赤潮による被害の発生状況

提供者   吉松 定昭  (香川県赤潮試験所)

座 長   吉田 正雄  (徳島県水産試験場鳴門分場 )

力.平成 4年春季に広島湾で発生 した麻痺性貝毒について

提供者   高山 晴義  (広島県水産試験場 )

座 長   吉田 正雄  (徳島県水産試験場鳴門分場 )

議題 3.そ の他

1)研究会の組織と運営について、別添 1

2)南西海ブロック内関係機関における、

ることが合意された。

のとおり確認がなされた。

赤潮関係者名簿を作成 し、議事要録に掲載す
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別 添 1

赤潮・ 環境生物研究会の組織・運営方針

1.目  的

本研究会は、勉強会、情報・技術交流、研究発表などを通 して、関係機関の研究の発

展に資することを目的とする。

2.取 り扱 う分野

赤潮、低次生物生産、汚染など漁場環境に関する幅広い分野を対象とする。

3.運営・組織

(1)関係府県を 3つのブロック単位に分け、各単位に代表世話人をおく。代表世話ノ、と

水研担当者とで世話人会を構成する。

(劾 世話人会は会の企画・運営に関することを行 う。

(3)事務局は南西海区水産研究所 赤潮環境部 赤潮生物研究室におく:

(4)会議の開催

原則として年 1回 とする。ただし、関係機関の希望をうけて随時に開催てきる
=

(5)開催場所

当分の間「広島市Jと する。

(6)ブ ロック単位の構成と代表 1せ話人

関係 府 県 名
代 表 世 話 人
選任 システム

東部ブロック 1 和歌山県水試

竹内照文 (2年目)

(2年間担当)

四国ブロック

度

人

年

話
５
世

成

表

平

代

西音κブロック

事  務  局

和歌山県、大阪府

兵庫県、岡山県

香川県、徳島県

高知県、愛媛県

広島県、山口県

福岡県、大分県

宮崎県、鹿児島県

(沖縄県)

南西水研

赤潮環境部

もち廻り、東向き

和歌山一岡山

一兵庫一大阪府

右廻りの毎年交替

愛媛―香川―徳島

一高知県

毎年交替、西向き

大分一宮崎

―鹿児島一広島

一山ロー福岡県

愛媛県水試

小泉喜嗣

大分県浅海漁試

樋下雄一

赤潮生物研究

室長

ブロック名
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一
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 1 林   浩 志

1 大 内   晟

山 |ヨ 県 内 海 水 産 試 験 場

1 科 長  1檜 山 節 久

1研 究 員 1馬 場 俊 典

徳島県水産試験場 鳴門分場  1 専 門 研 究 員 1 吉  田 正  雄
― ―――― ―
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1研 究 員 1大 塚 弘 之
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松 定 昭ltl lll県 赤 潮 研 究 所  1 主 席 研 究 員

‐ 技  師 1龍 満 直 起

高 知 県 水 産 試 験 場 1技   師 1織 EB純 生
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|.ヒ 童 亘 曇

=邑

三畳
―一―――――― ― ―― ――― ―――一――一 ―一 ■ ――― ―――――

愛媛県中予水産試験場 東予分場  1 研  究

愛 媛 県 中 予 水 産 試 験 場 1研 究 員 1高 島   景

1研 究 員 1菊 地 隆 展

福岡県水産海洋技術センター豊前海研究所 |ぜ Ψ ttl乳 JL重 ≧_f註_三杢二_――一一―――一――――十~~~「
百
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佐賀県玄海水産振興セ ンター

研

一研 『一中
徳 永 成 光

研 究 員 1上 野 貴 治
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役 職 名  1  氏   名

長 1轟 木 重 敏

熊 本 県 水 産 研 究 セ ン タ ー

瀬 戸 内 海 漁 業 調 整 事 務 所  1 課 宮 野  興志郎

南 西 海 区 水 産 研 究 所  1 企画連絡室長

赤潮環境部長 会 沢 安 志

主 任 研 究 官   山 口

1 主 任 研 究 官  1 田 中 勝 久
――一 ―― 一

―
― ―一―

―
―|――― 

―

―
―

― ―
―

―
―

・
―― ――_____一 ― ―

一 ―― ―一 ― ―

1研 究 員 1板 岡  睦1研 究 員 1板 岡  睦

|~丁 万J~貞
「

ト ギ
~I爺

［一］一』

堂二
書型
松

―― ―――
|― 析

―
■
~∬~T~碩~百 ~~贋~

―1許―発―――普寸
―世―計―磯―壁一

長 崎 県 水 産 試 験 場

長 崎 県 水 産 業 改 良 普 及 所
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貝毒プランクトンGγれ几0ご jttiじれεαιθんαι
“
れの生態について

山口県内海水産試験場 池 田 武 彦

我国における麻ひ性員毒の原因種 としては、И」θχαんごrj“麓 ιαれαrθんSθ 及びスιθχαんごr

i“屁 cαιθんθιιαが代表格であるが、仙崎湾では近年 Gγ屁んοごjん j“麓 εαιθんαι
“
れ によるカ

キの毒化が冬季に連続 して起っている。

本種に起因する二枚貝の毒化現象は、我国においては仙崎湾の事例がはじめてであるが、

メキシヨ、スペイン、オーストラリア等世界各地でも報告されている。

ここでは、仙崎湾におけるカキの毒化の経緯等を交え、本種の生態について若干の知見

を紹介する。

1979年 1月 下旬に、仙崎湾産の養殖カキによる食中毒事故が発生 し、その後の調査によ

り麻ひ性貝毒に起因することがはじめて判明 した。

当初原因種として■ Cαιθttθ′′αを対象として調査が進められたが、その分布密度と養殖

カキや各種移植二枚員の毒化との関係がかならずしも対応するとは限 らず、新たに C cα

ι3■ αιa′lが 二枚員の高毒化に関与 していることが明らかになった。

通常、本種は水温下降期の秋季に出現 しはじめ、最低水温期の冬季にかけて分布密度を

増 し、水温上昇期の春季に消滅するc仙崎湾では水温 11～ 16℃ の範囲で出現の密度及び

頻度が高 くなる傾向がみられる。

各種移植二枚員の毒化は、本種の分布密度が 10～ 102cellS/′ ではじまり、102～ 103

cclls/′ で急激に加速 し、10.cclls′/`の オーダーでは規制値の100倍を超えることがあつ

た。

本種のシストは季節的変動はあるものの湾内に広く周年分布するが、その密度は低 く平

均 2 cells′ /cポ以下であった。

室内試験において、セジメントトラップから採取 したシストが、20日 以下の保蔵期間で

平均95%の発芽率を示したことは、本種が比較的短期間の体眠で発芽可能となることを示

唆 している。
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沿 岸 海域 の底 層環 境

中国工業技術試験所 星 加   章

沿岸海域の中で、有機物をはじめとする微細な粒子は平均流速が 20 cm/sec以下の流

れの弱い海域にたまり易 く、貧酸素化をはじめとする停滞性海域特有の汚染を引き起こし

てきた。別府湾はこのような代表的な湾の一つである。

別府湾の底層水は夏季に無酸素化 し、さらに硫化水素が発生するほどの強い還元環境を

示す.210 Pbに よる堆積速度の測定結果によると、別府湾の堆積速度は 1960年代の中頃

を境に009g/cぽ )rrか ら027g/cryrへ と3倍 も増加 していた1ま た、ブランクトンの

遺骸と考えられる堆積物中の残湾重量は 1960年代に入って増加 し始め、1,70年 代中頃に

ピークを示している。堆積速度の増加は赤潮発生の増加や、沿岸の埋立、護岸:二事の増カロ

傾向とよく一致 し、このような人間活動による有機物や粒子状物質の堆積負荷重の増加が

別府湾の底層環境の悪化をもたらしたと推測される。

重金属元素であるマンガンは還元的環境で溶存態として液相に存在する。しかし、別府

湾のような強い還元環境のもとでは、マンガンは鉄化合物 (パ イライ ト)と共沈 し堆積物

(固相)中に固定されることが明らかにされた。
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免疫学的手法を用いた赤潮藻類の識別

南西海区水産研究所 長 崎 慶 三

赤潮の原因となる微細藻類の研究を行なってゆく上で、扱 う藻類の分類学について各研

究者が共通の定規を持つことは重要である。しか しながら、微細藻類の形態分類は混乱を

極めており、分類に曖昧さを残 しているのが現状であった。演者は、モノクローナル抗体

のもつ反応特異性を、0物ιιοηθ〃α属および Gν 799屁οttη :“屁属の識別に応用し、その結果

を形態学的情報 と合わせ検討 した。

演者は、働 α
`/●

ηθ腸 属藻類の押胞表面に特異的に反応する7種のモノクローナル抗体

を調製 し、国立環境研究所より分譲されたJ8株 0)〔力α′ゎれ
`′

′α属藻類に対する反応性を、

1出接蛍光抗体法および ドットイムノアッセ ィ法を用いて調べた。その結果、各株の反

応スペク トラムを比較することにより、 18株 を 6グ ループ (I― Ⅵ)に群別すること

ができた。形態学的に C/7rα ttηαに同定された株はすべて I型および II型 に、また、形

態学的に Cα″′9“αに固定 された株はすべて11型 およびⅣ型にそれぞれ群別 された。

とくに、これαァ^j″ιαの種内群別の結果は、 I型が瀬戸内海産、Ⅱ型が鹿児島湾産であった

ことから、本法による群別の結果が地理的分布圏の差を反映したものと考えられた。また、

現場海水中の ご力α
`ゎ

れピ
`′

α細胞について間接蛍光抗体法による識別を試みた結果、本法を

改良することにより現場の藻類相を知る_上で有用な浸1定が可能であると考えられた。

得られたモノクローナル抗体のうちMR-18,MR 21と Al1 86の認識する抗原は糖 タン

パク質であり、いずれもその糖鎖部分を認識 している可能性が強く示唆された。したがっ

て、本法は藻体の細胞表層に存在する糖構造の差に基づくものと考えられた。

また、同様の手法の G)77マ 屁οごj所

“
′2属藻類 に対する応用を試みた結果、日本産 G

れαgα sαた′θttsθ の細胞表面 に特異的に反応す るモノクローナル抗体 GN 89が 得 られ

た。GN-89は、G brθυθ,G εαιθんαι
“
醜および欧州北海産 G.cf.んαgα sαたjθttθ に対 しては

反応 しなかった。

以上の結果から、形態分類が困難な赤潮原因藻の識別および群別にモノクローナル抗体

法が応用できることが示された。本実験により作製されたモノクローナル抗体は、将来に

わたり無限に得ることが可能であり、今後得られるすべての試料に対 して均―な抗体を用

いて反応性を調べることができるという点で、長期にわたる赤潮の解析を行う上での有効

なッールとなる可能性を有 していると考えられる。
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播磨灘南部海域におけるシャットネラ赤潮発生予報について

徳島県水産試験場鳴門分場 大 塚 弘 之

播磨灘南部海域では、1972年に初めて大規模な aちαιι。れθιια赤潮が発生 して以来、 し

ばしば本種の赤潮の発生がみられ、ハマチ養殖は大きな打撃を被っている。徳島県水産試

験場では、1984年から国の委託を受け、αをαιιοんθ′ια赤潮の発生予察に取 り組み、中期予

察 0短期予察の手法を開発 した。これらの予報は、1988年から試験的に運用を行い、情

報提供を行っているので以下に紹介する。

1 中期発生予察

本手法は、春期の鳴門の水温および比重の平年偏差を求め、判別分析を行うことにより、

σttιιοんθιια赤潮の発生・非発生を予察するもので、高水温、高比重年ほどα2α ιιοttθ ′
`α

赤潮発生年に判別される。なお、予察は、4月 16日 ～ 5月 15日 のデータを用いる前半およ

び 5月 1日 ～ 5月 31日 までのデータを用いる後半 とに分けられるっ1979年 以降のデータ

を用いて予察を行った結果、8096程度の的中精度で半1別が可能であった。

中期予察の結果は、6月 上旬に開催される有害赤潮研修会の席で関係者に情報提供 して

いる。

2 短期発生予察

過去の 動 αιιοttθ〃α赤潮発生時の環境条件を詳細に解析 した結果、赤潮発生前には台風

等の強風による鉛直混合が起こっており、この混合によって表層に栄養塩が供給されてい

ることが判明 した。一方、表層に供給された栄養塩は、プランクトンにより消費されるが、

通常は珪藻類の増殖速度が速 く、珪藻類が優占している場合には Cりαιιοηθι′αが赤潮にま

で増力目することはなかった。

これらの解析結果を踏まえて、Ctαιιοんθιια赤潮短期発生予察のポンイ トを次のように

絞って予察を行い、好結果を得ている。

1)l cells/J未満の α力ιιοttθιια細胞数の把握

濃縮処理により、0 01 cells/m′ レベルからC力ιιοんθιια細胞数の変化を追跡 し、出現

初期の増殖を的確に捉える。

2)鉛直混合の有無

鉛直混合は、表層への栄養塩供給のめやすとして考え (栄養塩濃度を リアルタイムでモ

ニタリングできないため)、 1,10,20,30m層 水温を 1時間毎に自動観測 し、 lm層 と各

層間の水温差から鉛直混合の有無を提える (播磨灘南部海域では表底層の塩分差はほとん
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どない)。 また、表底層の酸素飽和度の変化か らも栄養塩の湧昇を予測することが可能で

ある。

3)珪藻類の繁茂状況

鉛直混合前後の珪藻類の出現数を把握することが重要であり、鉛直混合により底層から

湧昇 した栄養塩をどのプランクトンが優占し消費するかがポイントとなる。播磨灘南部海

域においては、珪藻が 1,000 cdis/m′ 以上出現 していれば、表層の栄養塩は急速に消費さ

れ、α力ιιοttθιιαが赤潮にならないようである。

以上のように、短期的な環境の変化、θttαιιοttθ〃α細胞数および珪藻出現数を追跡する

ことにより、勤 αιιοttθι′α赤潮発生の一週間 ～ 10日 前の予察がほぼ可能となった。予察

結果は、 6月 下旬～ 9月 L旬の毎週火曜日に短期情報としてまとめ、関係機関にFAX
で情報提供を行っている。
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Cο θんιοごjん j“乱 pο りたrjたοjごθsの赤潮による被害の発生状況について

香川県赤潮研究所 吉 松 定 昭

∞ εんιοごjんιじa pο″たrjたοjごθs MARGALEFは近年播磨灘南部海域において夏期に多

く観察され、昨年と今年は沿岸域において赤潮を形成 した。播磨灘においては本種による

被害は発生 していないが、播磨灘から分離 した培養株を用いた実験でヒイラギを斃死さす

結果が得られている。九州八代海等で Coθた′οご′が
“
腕属の赤潮による被害が報告されてい

るが、本種との関係など整理がされていないcこ のため、西日本各地で出現 した種の形態

観察を行うと共に Cροιγたr′たοだθsに関する情報の整IIFを 行った
,

1 香川県の出現状況 播磨灘南部沿岸において 8～ 9月 に多く出現、近年沿岸域で赤

潮を形成 している。なお、最初の記録は 1985年 9月 である。

2 西日本における本種の出現海域 高知県浦ノ内湾、長崎県薄香湾、鹿児島県八代海

および高知県土佐清水港の種を観察 した結果、いずれもCpοιγただjたοjごθsと 同定された。

三重県に出現 している種については二重県水産技術センター河合博氏との論議で本種と判

断された。

3 被害事例 九州八代海 (鹿児島県、熊本県 )、 三重県、高知県および長崎県におい

て一件当たり最高 5,042万 円の被害が発生 している。 Cちαιιοttθ /′αや G″ガたレοιο:に 比

べると被害は小さいが、今後十分注意 していくべき種 と考え られる.被害は最大細胞

数 1,000 cdls/m′ 以下でも発生がみられている。

4 その他 乾電池と銅線を用いた計数法 :本種は連鎖を形成 し、かつ素早 く遊泳する

ため無処理では計数が困難であるが、乾電池と銅線を用いたより簡易で効果的な方法が考

案された。15Vの乾電池一個と銅線を用いて10～ 20秒通電することで αρのみたr」たο:ごθS

を殺 し、計数を容易によることができる。この方法は渦鞭毛藻類、特に Gγ醐几οごjttj“屁

属、Gγ rοごjんι
“
胤属、θοθんιοごj湾

:“拗属等に有効である。
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平成 4年春季に広島湾で発生 した麻痺性貝毒について

広島県水産試験場 高 山 晴 義

平成 4年 4～ 5月 に広島湾でスJθχαんごrjこれ ιαttα rθんsθ が増殖 して、二枚員に麻痺性

貝毒が発生 し、特産の養殖カキを中心に大きな影響を受けた。これまでにも瀬戸内海で貝

毒が発生 したことがあるが、広島湾でこれほど高濃度の貝毒が発生 したのは初めてのこと

である。ス.ιαttα rθんsθ の出現状況や貝毒の発生状況について述べる。

4月 17日 に、呉港内で赤潮が発生 しているという情報が有った。翌 18日 に調査を行 った

ところ、赤潮は発見されなかったがス.ιαttα rθアιsθ が 300 cells/m′ 検出された。 4月 20日

にはアサリから57 78 MU/gの 麻痺性貝毒が検出されたのに続き、23日 にはカキやムラ

サキイガイからも検出され、沿岸の貝類の採取や出荷を禁止する処置が取 られた。これら

の禁止処置は5月 下旬まで続いた。他の海域でも報告されているように、広島湾の場合 も

アサ リやカキに比べるとムラサキイガイの毒化が著 しかった。

■.ια792αrθ ttsθ は広島湾北部一帯に広 く分布 していたが、 5月 中旬までにはぼ消失 した。

水産試験場の調査で観測されたス.ιαttα rθんsθ の最高密度は 300 colls/m′ であったが、赤

潮状態になっていたという情報 もあるので、■.ιαttα rθんsθ はかなり増殖 していたものと

推定される。本種が出現 した水温は 135～ 162℃であった。

鉛直的には水深 5～ 10m層 に多く分布する傾向がみられた。Gν麓んοごjん j“屁 麓jた j“。ι_

o'は、増殖 し初めには 2～ 5m層に分布する傾向があるが、生息層はこれよりやや深い

ように思われる。

広島市水産振興協会の調査によると、スιαttα rθんsθ は平成 2年 と 3年にも出現 してお

り、貝毒は今後も発生する可能性が強い。平成 5年度から広島県沿岸の監視体制を強化す

るとともに、広島湾におけるス.`α ttα rθんsθ の生理生態、■.ιαttα′θんSθ の出現密度と貝類

の毒化状況の関係等について、調査・ 研究を実施することにしている。
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